











































































































































スさせる方式を模索しているのが現状である (2005年 11月 29日、日本銀行は「日本
銀行当座預金決済における次世代 RTGSの展開」と題するペーパーをホームページ上
で公表し、上述の問題意識と今後の方向を説明している)0
経済物理学の知見がこうした問題にどのような係わり合いを持つのか門外漢の私に
は定かではないが、膨大な決済データを分析し安全性と効率性とし、う両命題を実現する
資金決済システムの構築に向けての挑戦は、経済物理学が経済社会の運営に貢献する可
能性を秘めたテーマとなるのではないか。
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